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イ ソ ア ハ モ チ の 睨
’

皮

八 　杉 二寵　一・ Rvuiti　 Y ．tSL
−
GI

　　 昭 手「ll4 年 5 月 14il 受 領

1 背面の クチクラと其の 剥離に就い て

　 イ ソ ア ハ モ チ θ・jiehid ・itu，i ・t’ei’）’tcc！dat‘snb の 背部 の 表皮上に厚 さ 1．to〜2、Ortの ク チ ク ラ （Cu −

t，iPtll，z）の 存す る こ とぽ JOY｝】ux −L 川 丁 〕1う62 ），1）

L ．tT］，：， （
：
［4），

　 v．　WI 呂SEL 　Cg8），
　ST⊥N 」

・
sc 】Hx ，

．SKY （
’OS ）， 或ひ ぽ共の 背｝極ξに 就 て 干坂 （

’2L）） 等 の 組織學白勺研究 に 依っ て知 られ て ゐ る 。 尤

も其の 背部表面 に ク チ ク ラ を有する 乙 と は軟體動物を通 じ て の 性質で あ る　（例 へ ば Ho 　｝
一
　F一

狙 ∬
，37參照 ）。イ ソ ア ハ モ チ の 背部は もと もと共の 外套膜 の 部分で あ るが

， 共の全 部で は な

い 。外套膜よ 1， H ｝
’
ponotum を除L・’・た部分で ある。　 ST∬ fSC 川 NSKY は 厚さ及び構造の 點か ら

此 れ髢外套膜 と呼ぶ べ きで は な く， 皮膚と稱す べ きこ と を述べ て ゐ る。

　 既に JOYEux −L畑 FU 三E　lよ 0．　c棚 le鵬 　（背眼を有せ tiR種
’
類）に て ；！．g　Lが飼育容 器中1こて屡

々 背部の ク チ ク ラを剥離する こ と を觀察 した。彼は此れ を 動物が 共の 捕 へ られた不利な厭態

の た め Lcmeる の で あ る と考 へ た。

　 然 し筆者が 三 崎臨海實驗所附近 の 干潮時 の 器土 に て 多數に採集せ ら る S イ ソ ア ハ モ チ を

、飼 育して 觀察 した結果 に依れ ば レ 斯か る ク チ ク ラ の 剥離は 自然界に於 て 行 ltsL季籔的 な影

響 を受け る脆皮的現 象で あ る と認め られた。野外 に 於 て は紛 い だ ク チ ク ラ を發 見す る こ と が

困難な る ため に一般 に知 ら躰 る こ とが なか つ た もの と思はれ るが ， 筆者は岩上 に於て 暁皮 し

つ s あ る 一
個脅豊を得 る こ，とが 出來た （10月25 日）。

　剥 離せ る ク チ ク ラ は 完全 に 背部 の 原形 を存す る
一枚 の 薄膜で あ 駄 背朕を有する 種類で あ

る 0．verrt ！cLdattt）n に於て は ， 背眼及び 背部突起 も共 D 原形 を保 っ て臆 がれ る。た じ 背眼の

部分は ク チ ク ラ が稍 々 薄 い 。背部 の 兩側縁近 く一
列 に配列 せ 麟 占液腺 （repug ，natori ：che

Dr　iisen）の 部分は缺 け て 小孔をな して ゐ る。 無色透明で 膜中に構造 を有せ す等質に 見 え る。
』
常に藻類が附着 して ゐ る。

　 筆者 は 193S年 5 月 よ り翌 年 5 月に 到る
一
年間此の 動物を飼育 して 觀察 した の で あ るが ，第

一群は初 め の 年の 5 月 1 日よ り S 月 9 日 ｝C到 る 10  日間 ， 第二 群は 7 月 18日 よ 1）10月 5 日 に

剛到 る SO 日間 ， 第三群は 10月25 日 よ り翌年 5 月 13H 迄 の 200 日聞飼 育せ られた。

　 イ ソ ア ハ モ チ を飼ふ に は，徑 12c亅n 高 さ 3　 e ］n 位の シ ャ ーレ に動物の 背の 隱劇 る程の 海水を

入れ ， 共 の シ ヤ ーレ 判 こ更；C徑 7cmの シ ヤ ーレ を伏せ て 島と し， 共の 島の 上 に時期に 従つ て

・Ultia，
−Ilonostroma

，
　Ente“

・omorplye 等の 縁藻類を餌と して 置 く。 海水ぽ 春 よ i，秋 に か け て ぽ 3

−1 日毎に新鮮 な もの と汲み換赱
， 冬の 閲 は約1  日開毎に取換える．匍匐 して lllVtや う蓋 は密

に す る
。

　 イ ソ ア ハ モ チ の 脱皮 の 周期及び其の 季 節的變化を上 記の 三群に就て
．
調べ た綜果 は下 の 如 く

で あ る。

勁 掬學 舞謀；，第 5L 卷，第 9 號，昭潟lN 年 　（［9卸 ）
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第 1表 　イ ソ ア ハ モ チ の 蛻 皮の 周期 （Vl　18fl− 10fi　sN ）
一齣は 3 日に 當 る．

　　　 Q は産卵 ，
x は 脱皮，

△ は 死 又 は 問定 を 表 は す ．

　　　 羅 馬文字 （個體番號 の ）は 侵 さ で 測 つ た個體 の 大 き3 を示 す．

　　　 a ＝4．5cm，　 b ＝ 4．OCIn，　c ＝ 3．5cm
，
　 d ＝ 3．Ocm ，　e ＝ 2．5じDコ，省・以
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イ ソ ァ ハ モ チ の 股 皮 岨539・L

’

第一群 　5 月 1 日 よ り 8 月 9 日 IIL到る 100　H 間を此 較的大き い もの 20個體 を飼育 した，名個

　體 は大抵 2  日以 内に 脱皮 し，
9 〜12H の 間 の もの が 多 い ．　．

第二 群 結果は別表 （第 1表） に 示す通 りで あ る
。 羅篤宇ば個體の 大 き さ （艮 さに よつ て 分

　けた もの で嚴密で な い ） を示す。表 に よつ て みれば ， 完全 に規則的 と は い はれ な し・ が略 々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド

　勘期的 なる こ と が 知 られ る。S 月に於て 最 も頻繁とな る。　 bl及び b， は探集 した翌i］よ b

　腕皮 し， 特 に b、 の 脱皮は頻繁で ある、體の 11娠 る もの は 囘數が少 なく，
（1 及び 。 に 屬す

　る もの は ， 此の 期闇中せ い ぜ い 一囘脱皮 したに過 ぎな い 。産卵は關係を有 しない ．・

第三群　1り月25 日 よ り翌年 tt）　Jtiscめ迄の 2〔恥 口聞、上 と同 じ標準で分けれ ば ，
　 a   ） b（3）

　c （士 ） ・Kの　e （S）　の 總數22個體 ．
］2月 7 日 に 2 個驩を闘定 ， 翌年 3 月に．e1 惆髄死 亡 ， 其

　の 他は飼育 の 終 り迄 生存 した．採集後 よ り冬の 間に か け て ぱ
一

囘 の 脱皮も兄 らオしな か つ た。

　動物は シ ヤ
ー

レ 中を緩漫1こ初匐 し，餌はあ ま 1〕探 らなか つ た。3 月311iに到 1矧 1姻盤1，4

　月 2ド日に 1♪1個體，5．月 10日 に el 個體が脱皮 した。野外 IC於て は 12月中旬 よ り 3 月下

　旬迄は干 潮の 岩 ｝：に此 の 動物の姿を認めなか つ た。

　以 上 の 結果よ り見月しば，イ ソ ア ハ モ チ の 背部 ク チ ク ラ の 剥離 1ま可成 りの 程度に周期的な

現 象で あ り
， 盛夏 に於 て軸 頻繁で あ i｝　

1 動物體が 岩蔭に潜ん で IAIIIt’しぬ 冬の 閥は止 み ， 春

と共 に ll1び 繰返 し始め る もの Σ や う に 思はれ る。共 の 囘數は個髏 に よつ て 著 し く異る が ，小．

な る もの 程 少い 傾 向が認め らALる。

　JoyEtrx−L ム FF ロ 」ユ は 0．磁 ICI川 を淡水 に入れ て 殺 しそ の ま 玉 數 日聞放置す る と ク チ ク ラ が

剥げ る こ と をみ たが イ ソ ア ハ モ チ に於 て も杢 く同櫟 C あ る。STA皿 scHD ζSKY はア ル コ ホ ル 圈定

に際 して ク チ ク ラ の
一部が剥 げ易い こ と を述 べ て ゐ る。 斯か る點 よ 1｝みdしば ク チ ク ラ は常に

或る程度劉離 し易い 傾向を有 して ゐ る と い ふ べ き で あ ら う
。

　　　　　　　　　　　　　　　旺 組 織 學 的 研 究

　でフ7謡 1‘15’柵 の 外 套膜の 紐織學 的研究 を特に詩 し く取扱 つ た の は ST．、跚 cH 球 騒 Yで あ る。彼

が數種の　θ瀦 浦 ユ伽 　に就て み た結果は ， 表皮細胞 の 上に縁 （．Xlveelarsaum） が あ tlそ の

上Hc ク チ ク ラ が あ る。而 して 外套膜に散在す る 3 種の 輩細胞的分泌腺が認 め られ た。

　　（］）　小 さ くて表皮細 胞の 2 倍が 3 倍 に 過 ぎす
‘
，弱 くi若しくほ全然染 らぬ ． 非常に 多 く，

　表 皮 の 翩に も結縞紐織 の 中に もあ る 。

　　 （2） 略 々 同大 の 細胞で あ る が ハ ィ デ ン 》・ イ ン の ヘ マ トキ シ リ ン で 強 く染 まる澱 はず つ

　 と 少な い 。

　　（3） 大 き い 細胞で表 皮細胞の ｝0〜加 倍あ る。や は り
二
黼 隆 體 に分布 され て居 る。

　筆者は光 づ夏期の 脱皮の 間期の もの ．S 背郁皮膚を切片に して 槻察 した。曇の 結果 は此 の （2）

の 腺の 存在を認 めなか つ た 。 徇 ほ （3）の 腺 の 内客物は ヘ マ トキ シ リ ン に 染ま る顆粒と 才 ラ ン

ジ ユ G に染 まる プ ラ ズ マ の 部分 と あ 1）， 後者は S囂 蹤 c凪 NSKY ぽ細胞の
一部 に Pla曲 areste ・

と して 存する もの と したが ，筆者 の 擬察に依れば此れ は顆粒 と混 じヱ全體 に分配 され て ゐ る

時 も此れ の みで 顆粒 の ない時 もある。 そ の 機能的關原は 明 らか で な い 。其の 他 の 黜 こ就 て は

蹴 A 皿 S 〔
’
IITNSKI

一
と 一致 した （第 1

，
2 圖參照 ）。

　聡皮間期の もの と腕皮後 （− H 以内） の もの と を比較 して み る と，後者 （第 3 岡） で は縁．

の ．tia・ク チ ク ラ が な い の は 勿論で あ る が ，分泌腺 に 就 て は殆 ん ど和違が認 め られ な い 。た t
一
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’

た瀰 黴 の 髏 鯲 。

（3）の 腺の 内容物（顆粒）

力櫞 の 上 に 多數並び特に

腺 の 附近 に 於て 著 しい
。

然 し乙れぽ脱皮前の もの

に も幾 らか あ ｝）
， 粘液で

あ ら うと想像 さ 劇 る。

　此等 の 腺 の 冬の 耿態 を

調 べ る た め に秋 よ む飼つ

た も の 及 び 初冬に 採集 し

た もの を 鱈 月 7 日に 固定

し切片と した。小 な る腺

ic就て は數に二於て も状態

に就 て も何等變化が 認め

られ ない 。大な る腺ぽ夏

と同 じ多數の もの もあつ

　　　 　 は極 め て 僅か しか な い か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．
或ひ は殆ん どな い か で あ

　　　　第 1 圖　股皮 の 固期に 在 る イ ソ ア ノ ・モ チ の 背部皮膚 （稽 々 模型

　　　　 的）Bg 結締組織 Bs 血 管 ； Dth 小 な る分泌腺 （8 瓢 M 縮
一
　　 つ た 。然 し此れ か ら此 の

　　　　 1・・KY の 第 1 樹 ； D ・B 大 な る 分泌 昌梟 翫 欄 駲 邸 ・ Y の 鋼 　 　腺力£脱皮と關係 を有す る

　　　　 種）黒 線 の 列 で 示 せ る は プ ヲ ズ マ ；Epz表皮細胞 ；M 莓筋肉層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と は云 は劇 す ， 寧 ろ無關

　係 で ある ら しい 事は後逑げ る皮膚の 再蛋 ぼ驗 よ i）知 られ る。小 なる腺が ク チ ク ラ o 形成或ひ

　 は 脱皮の “つれか蠖 際 し働 くか 否か も父明らか で な い
。 絢ほ 冬の ク チ ク ラ は相當に 厚 い 。

　　　　　　　　　　　 ．fi 體の一郡 の切除及び其 の 再生に依 る研究

　　 前違せ る體 の 側縁 の 外

　 ．敵防禦 の た め と 云 は才しる

　
．
分泌腺　（rePugnat ・orishc ．

　　Dr煽 en ）　が 脱皮 Icss係

　 あ る や 否や を更に 確め る

　 ため に
， 此 の 腺 を含む周

　　　　　　　　　 ’ノ

　 邊全體 を除去 して み た 。

　 脱皮は此 の 除去 を行はな

　 炉 場 合と異 る と ころな く，

　 澗期 も影響 さ9Vな い 。

　　 次に 背蔀各部 の 皮膚 を

f
筋肉層に逹す る迄深 く荊　　　　第 2 圖 策 1 圖 の 一部 を擴大す （稍々 摸 型 的）’特 k ク チ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ク．ヲ （Cn ）及 び 表皮縁（Sa）を
’
示 す，

　 い で み た。手 術後 2週 闇

　以 内で は脱皮 中に手術せ る 部分 が 舐け て ゐ る、此の 前 後 よ b再生組織が 著 しい 厚 さとなつ て

丶

＼
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生が 疑は しか つ た 。 それ は特に 稍 々 下暦部

に 認 め られた が
， 皮膚の 上暦以外で は切除

して 手喫 kした部分と 其の 周圍の 切除せ ざ る

部分 と を，嚴密 に區別す る こ とが 困難で あ

る
。

い つれ に しろ此 の （3）の 腺が脱皮 と直

接の 關係 を有せ ぬ こ と は明 らか で ある。蒋

生 の 詳 しい 経過は研究せ られ なか つ たが
，

TECJTolv（
，11）が Htli，r．共他 の 腹足類に て

群 細 に槻察 した と こ ろ と變 る と こ ろは 少 い

もの と思 はれる。

認 め ら9しる ／コ3 馴 以後磯 皮 に は手 衛せ らiした る部分が 池の 藹 ｝に 斟 ナる よ 嚥 喉 と次
つ て 存する．手轍 1（蠍 納 音こ切片 と して 觀ると

， 表 皮 嚇 縟 且織と 共に α ）の 腺細胞 の 再

生が 認め られ た。大 なる （3）の 腺細胞は再
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1（ti

戀 ・

鱇

｝｝二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 13圃 股皮 直後 の 背部皮膚 囀 々 模 …e的）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B 腺 の 顆 粒 【K 句 の 表皮k 上 へ の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　附蒲を示 す ．

　翁ほ 皮膚の 切除後 100 日を過 ぎ て も背眼及び背部突起の 再生ば起 らな い ．

　　　　　　　　　　　　　　 冊 ク チ ク ラ に 就 て

斯臓 轤 動伽 脱皮は樋 働 ち しい 現 象で 沫 だ記雛 繊 も鋤 鵜
・ や う で あ る ．

前記 の J・一 一L．tpFulE の 研究瞰 れば o．ver ・ivce−ulatum 　 O 幼生 娜 殻 （el 、。 。i。。 中で

V ・1ig・・ 幼生 とな り・此れ 1ま N ・・utilus 欺の 殻鮪 す る。幼生 1よ卵殻 ・Pで 此 の 殼 嫐 襯 の

形 に近 くな つ て 外に出て來る。殼 は殆 ん ど欄 鋤 で あ る。　 　 　 　 　 ．

筆者趨 驗室鯲 ける イ ・ ア ・ ・ モ チ の 産卵鋼 育 して槻察 し嬬 果で は、 幼 生 臆 卵後
19 臼〜20 日 に て 殼 を持つ た ま L 孵化す る。 それ は 匐 匍運 動 を 爲 し つ LL ）

日 後 に殻及び

｛｝pel｛tU ］ull） を捨 て る。殼は明 らか な左卷で ある。　
’

い つ 薯しに しろ此 の 時期以後に は イ ・ ア ・ ・ モ チ は皮膚 の 内に も外に も瀧 祉 な い 燃 らば

夕隣 膜か らの分泌物で ある 好 ク ・ ガ眦 祉 同徽 畍 をす る もの
， 皀Pち コ ン 。 tV 。 （c 。。 −

d 】i・li・ ） の や うな もの で は なv ・・b・2−　v・ ふ疑 問が 三け る．轤 動 物力・一罷 眦 の 。 チ ク ラ を
有す る こ と ，・ ソ ア ・ ・ モ チ の 搬 が大 き くな る程皺 が 高い こ と等の 報 〔よ此 の 躙 樹 し
否定 的で あ る 。然 し更に 確實な ら しむるた め に化學 的試驗 を行つ た。

  キ サ ン

，
げ 呼 イ ン 反 應僅か 1・あ リバ 農い ア ル カ リ蜘 糧 溶 1ナて ．鮒 た瀚 鰯

　　
い ビ ユ ー レ ツ ト反應を呈する。 ミ ロ ン の 反應 も殆ん ど檢 出 し難 い 程に あ る。此等 の 極 微

　　
な蛋 白質の 反應は恐 ら く藻類及び粘液の 附着に よ る もの で ， ク チ ク ラ 本來の もの で は な

　　 い で あ らう。

e ）熱 び冷鱇 黙 及唏 轍 1幽 し・ ン ・ t ・］ ・ の 犠 的 娠 蹴 呈 しな い ．

購 囃 か ら ク チ ク ラ の 繊 は ・ y ・ t リγ の や うな もの で はな く，キ チ ン 質撫 ） もの で

あ ら うか と想像せ られ る。

齢 ク チ ク ラ は渤 物醯 夏 の H　Li4等干 鰍 の 粃 で 紛 の 纛 醐 褓 勳 質とな つ て

ゐ る もの で はなか ら うか・此転 敵 徽 ・牙泌 さd・，ある黻 厚 倒 つ 圃 くなつ た時 螺 轍

縮及 びイ帳 の 飄 と矛盾ee じて 割 離 して來る もの ・ や う に 躙 、る
．

Ω

●
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　イ ソ ア ハ モ チ の 背部表面 （此れは 本來 HyPnotum を除 く外套膜で あ る）の ク チ ク ラ は春

か ら秋 にか け て 略 々 周期的な剥 離を なす二軟軆動物に 於て斯か る脱皮的現象が行はれ る事は r

未だ他に は知 られ て ゐな い 。脱皮 は盛夏に 於て 最 も頻繁 で あ b
， 叉成長 した個離の 方が 囘數

が 多い 。

　背部 の 皮膚 を切 片に して 槻察す る と
，

二 種類の 腺が 認め られ る。
一

は小で 染色し難 く， 他

は大 で 良 く染ま る。 前者は脱皮前後で も夏 と 參で も數及び欺 態 に變化が rs　L・・。後者は睨皮前

後で は やは む餘 り相違が な V・が ，冬の 個體に は殆ん ど有せ ぬ も の が あ る。然 し既れが脱皮 と

關係を有 しな い 事 は皮膚の 再生實験 よ り明 らか となつ た n 前者の 腺が ク チ ク ラ の 形成或ぴ は

脱 皮の 何れか に 際 して 働 くもの か 否 が 明 らかで な い
。

　ク チ ク ラ の 紐 成は コ ン ヒ オ リ ン の や う な もの で は な い
。

つ ま ゆ共れは穀の 名錢 りを止 め る

分泌物で は ない
．

　此 の 脱皮が 内ウ｝泌的關係1こ支配 さ躰て ゐ る もの で あ るか 否か は將 來の 課 題で あ る．

擱筆に常 i）
，

’
絡 始有釜 な る御助言 を賜つ た丘英遞先生．及 び研究に對 して 便宜 を與 へ られ

た 三崎臨海實験所員諸
’
氏に 熱き感謝 の 意 を表す る。
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